
本書は、共鳴現象が硝子プレートの透過効率に、どのように
影響を及ぼすか、そしてコーティングにてどう対応できるのかを
解説するものです
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必須ツールボックス： Grating Toolbox 

関連アプリケーション： 246.01   

アプリケーション_104.01: 

硝子プレートの共鳴 



モデリング概要 

532 nm  反射効率の全般的な
厳密シミュレーション

 

空気 
合

成
石

英
 

硝子プレートの厚みはParameter Run
により 5mm～5.0005mmの間で可変
します

 
   

フーリエ・モーダル法により
1μm周期の計算を
行います  



コーティングの影響 

• ２度目の parameter runにて、LightTransのコーティングカタログ
“BBCoat05_475-690nm”を硝子プレートの両面に施します

 

• Grating Toolboxにて、コーティングをシミュレーションする Scenario 246.01
も併せてご参照下さい  



結果  

コーティング無し  コーティング有り  



コーティングに関する注釈 

• 非反射コーティングは、入射角度を高く取ると、反対に高反射面と
なりえます  

• 全頁で紹介した通り、高反射面で共鳴の影響が大きくなりますが、
非反射コーティングが、非平坦面、直角入射でないand/or高回折
オーダーでは、反射率増幅の原因になることがあります

 



まとめ  

• VirtualLab™ は硝子プレート内の共鳴効果を厳密解析する事が
可能です。　同様の共鳴効果は、Fabry-Pérot干渉計でも発生します。

  

 

• 非反射コーティングが、この影響を低下させる場合があります。  
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